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厚生労働行政推進調査事業補助金 

政策科学総合研究事業（政策科学推進研究事業） 

 

NDB をはじめとする医療ビッグデータを利活用できる人材の裾野を広げるための研究 

総括研究報告書 

 

研究代表者 康永秀生  東京大学大学院医学系研究科 教授 

研究分担者 田宮菜奈子 筑波大学医学医療系/ヘルスサービス開発研究センター 教授 
研究分担者 中山健夫  京都大学大学院医学研究科 教授 
研究分担者 山名隼人  自治医科大学データサイエンスセンター 講師 

 

研究要旨：  
NDB・DPC 等の大規模データ解析に精通した研究者を育成することは急務であ
る。東京大学は、令和５年度研究において、先行研究で開発した人材育成プロ
グラムのコンテンツを更新・改善し、新たな「NDB・DPC等データベース研究人材
育成セミナー」を開発した。令和 6年度のセミナーの実施と評価に向けて準備中であ
る。NDB、DPCなどの大規模データベースを用いた研究を引き続き実施し、2023

年は英文原著論文が 124 編出版された。 
京都大学では、2019年度より文部科学省が管轄する「関西広域・医療データ人材育成
拠点形成事業」を開始しており、主コースである修士課程追加履修コースのほかに、
民間向けに展開する 2つのインテンシブコースを併設している。2023年度は本事業の
成果を第 43回医療情報学連合大会ワークショップ「未来を担う医療データ取扱人材の
育成～関西広域 医療データ人材教育拠点形成事業（KUEP-DHI）の取り組み～」で報告
した。アカデミアにおける研究者養成とは異なる形式での保健医療介護ビッグデータ
研究人材育成の可能性について課題と可能性について検討を進めている。 

筑波大学では、昨年度に引き続き、医療・介護保険レセプトデータや DPC データを用い
た研究を推し進め、特に博士課程・研修医・若手教員を対象にした人材育成に力を入れて
いる。リアルワールドデータを用いた臨床医学・社会医学研究に関心を持つ医療者や若手
教員を対象に医学教育を行い、研究者の裾野を広げ、本事業の目標である幅広い医療ビッ
グデータ研究にかかわる人材育成に貢献することができた。 
自治医科大学では、自治体職員など様々な利活用者と目的に合わせたプログラムの改良点
を検討し、今後求められる新規データの検討と更なる利活用のための基盤強化を実施し
た。このことにより、医療ビッグデータを利活用できる人材の裾野を広げることに貢献し
た。 

 



2 
 

Ａ．研究目的 

近年、保健医療介護のリアルワールドデ

ータを収集した大規模データベース研究

が拡大している。 

平成23年度からレセプト情報・特定健診

等情報データベース（以下、NDB）の研究

者への第三者提供が始まり、令和元年度

からNDBオンサイトリサーチセンターが

一般開放された。令和２年度から第三者

提供が法制化され、民間事業者等への提

供も可能となった。令和３年度には提供

情報の範囲が拡大され、さらにNDBのリプ

レース及びNDBデータ等をクラウド上で

解析できる「医療・介護データ等の連結解

析基盤」（以下、HIC）の開発が進められ

た。令和４年度からオンサイトリサーチ

センターのクラウド化、HICの試行的利用

が開始された。このように、保健医療介護

データベース研究の素地は整いつつある。 

データベース研究に精通した研究者は、

本研究に先行する研究班のこれまでの取

り組みによって徐々に増加している。医

学系研究者を中心にNDB利用者は徐々に

増加しつつあるものの、十分とはいいが

たい。さらに他の領域（経済学系や工学系

など）の研究者や民間事業者のNDB利用は

いまだ極めて限定的である。NDB利用者の

裾野を広げるための人材育成が引き続き

求められている。保健医療介護の実態を

理解し、なおかつデータ解析に精通した

研究者を育成することは喫緊の課題であ

る。そのために、臨床医学・疫学・統計学

の知識に加えて、データベースに関連す

る知識や技能の教育が必須である。 

 

１．ビッグデータ研究実践能力およびデ

ータハンドリング技術養成プログラムの

実践（東京大学） 

東京大学では、NDB・DPC等の医療ビッグデ

ータの解析に精通した研究者を育成する

ための教育プログラム開発等を行ってき

た。上記研究をさらに発展させ、令和５年

度は先行研究にて開発された人材育成プ

ログラムを改良し、NDB・DPC等データベー

ス研究人材育成セミナーを開発した。これ

らを用いて、令和6年度にはセミナーをWeb

で実施し、参加者によるプログラム評価も

実施する予定である。 

さらに、人材育成セミナーでの教育を活か

して、多数の研究者によるデータベース研

究を推進し、これまで通り論文実績を積み

重ねていくことも目的としている。 

 

２．NDB データ研究の実践と人材育成プロ

グラム開発・検証（京都大学） 

京都大学では、大学院課程における研究者

養成とは異なる、企業の勤務者等社会人を

対象とする保健医療介護ビッグデータ研究

人材育成プログラムの可能性と課題を検討

する。 

 

３．医療・介護データ活用による研究・人

材育成（筑波大学） 

リアルワールドデータの有効活用に基づく
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evidence based policy making (EBPM)の
重要性が広く一般世間・社会に認識される
ようになってきた。この時に重要なことは、
時間と研究意欲に溢れる若手研究者が、経
験・実績の豊富な指導者の下で、素早くデ
ータを解析し、報告書や論文を執筆して世
に発信することである。そのような教育体
制・環境を日頃から構築することが重要で
ある。 
筑波大学では、これらの取り組みが加速

でき、過去2年間に引き続き、今年度も研修
医・博士課程生・若手教員が実際に国際誌
掲載に成果をあげることができた。 

 
４．NDB をはじめとする医療ビッグデー

タを利活用できる人材の裾野を広げるため

の研究（自治医科大学） 

医療ビッグデータを利活用する目的は臨床

疫学研究に限定されず、今後は地域医療分

析や政策への活用も期待されている。この

ため、既存の教育プログラムを様々な利用

者と目的に合わせ更に改良することが求め

られている。 

自治医科大学では、これまでに開発した医

療ビッグデータ活用のための教育プログラ

ムを継続して実施することで更なるエビデ

ンス創出を図ることに加え、様々な利活用

者と目的に合わせて教育プログラムの改良

点を探るとともに、今後の利活用を見据え

て新規データの検討と更なる利活用のため

の基盤構築を行った。 

 

Ｂ．研究方法 

１．ビッグデータ研究実践能力およびデ

ータハンドリング技術養成プログラムの

実践（東京大学） 

（１）人材育成プログラムの開発 
先行研究において開発した人材育成プロ
グラムをベースに、新たに「NDB・DPC
等データベース研究人材育成セミナー」
のコンテンツを開発した。これには、ビッ
グデータ研究実践能力養成プログラムお
よびビッグデータハンドリング技術養成
プログラムが含まれる。 
ビッグデータ研究実践能力養成プログラ
ムは、日常臨床からクリニカル・クエスチ
ョンを紡ぎ出し、検証可能なリサーチ・ク
エスチョンに構造化し、既存のビッグデ
ータを用いてリサーチ・クエスチョンを
解き明かす臨床研究・疫学研究・ヘルスサ
ービスリサーチの実践能力を養成するプ
ログラムである。 
ビッグデータハンドリング技術養成プロ
グラムは、テラバイト級のデータベース
から個別の研究目的に沿うデータセット
を抽出するデータハンドリング技術、膨
大なテキストデータを含む大規模かつ複
雑な構造のデータを研究用の扱いやすい
データベースに再構築するなどのデータ
ベースマネージメント技術を養成するプ
ログラムである。 
令和６年度にオンラインによるセミナー
を実践し、その評価を行う予定である。 
 

（２）大規模データベース研究の実践 

先行研究における人材育成プログラム受
講者をはじめ、多施設から多くの研究者
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と共同研究体制を構築し、NDB,DPC等のデ
ータベースを用いた臨床研究、疫学研究、
医療経済・政策研究、ヘルスサービスリサ
ーチを継続的に実施した。 
 
２．NDB データ研究の実践と人材育成プロ

グラム開発・検証（京都大学） 

京都大学は 2019 年度より文部科学省の助

成を受け、関西広域の計 13 大学とコンソーシ

アムを構築して「関西広域・医療データ人材

育成拠点形成事業（Kansai Union / Kyoto 

University Education Program for Digital 

Health Innovation: KUEP-DHI. 責任者：黒田

知宏・京都大学医学部附属病院医療情報企

画部教授）」に取り組んでいる。本事業は医療

現場から大規模に収集される多様なデータの

利活用を推進し、質の高い医療を実現するた

め、医療データの活用基盤を構築・運営する

人材、医療データを利活用できる人材を育成

することを目指すものである。KUEP-DHI の

根幹は、大学院生（主に修士学生）を対象とし

た「医療データ取扱専門家育成コース」であ

り、京都大学大学院医学研究科と同大大学院

情報学研究科に追加履修コースとして設置さ

れている。 

 

３．医療・介護データ活用による研究・人

材育成（筑波大学） 

医療・介護保険レセプトデータ活用による研

究・人材育成をすすめた。若手研究者による

医療・介護ビッグデータ活用による論文投

稿を支援した。解析及び論文執筆は、研究

分担者（田宮）および研究協力者（岩上）の

指導のもと、筑波大学医学医療系ヘルスサ

ービスリサーチ分野に所属する博士課程学

生および客員研究員が行った。 

 

４．NDB をはじめとする医療ビッグデー

タを利活用できる人材の裾野を広げるため

の研究（自治医科大学） 

既存のビッグデータハンドリング教育プロ

グラムのうち、改良が期待される内容につ

いてヒアリングを行い、継続して重視すべ

き項目や、追加・修正が必要な事項につい

て検討する。 

利活用者のニーズを踏まえ、今後取得を目

指すデータについて検討し、利活用を更に

進めるために必要なインフラ面の強化を検

討した。 

 

Ｃ．研究結果 

１．ビッグデータ研究実践能力およびデ

ータハンドリング技術養成プログラムの

実践（東京大学） 

（１）人材育成プログラムの開発 
先行研究では撮影済みの動画のオンデマン

ド配信形式であったところ、今回はウェビ

ナー形式の講義＋eLearning とし、さらにウ

ェビナーの録画をオンデマンド配信するこ

ととする。 

受講対象は保健医療介護ビッグデータ研究

に興味のある方とし、これまでの主な対象

である医療・介護従事者、大学・研究機関に

所属する研究者の他に、企業に所属する者、
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自治体等の医療政策の担当者にも門戸を広

げる。 

コンテンツは以下の通り。 

1. NDBデータ等研究に関連する法律や制

度と倫理申請 

2. NDB・DPC等公的データベースの動向 

3. NDBのデータ申請とオンサイトセンタ

ーの利用 

4. SQL の活用：基礎編  

5. SQL の活用：中級編 

6. リアルワールドデータの研究デザイン 

7. 医療・介護連結データを用いた研究のデ

ザインと実践 

8. NDB 研究のデザインと実践 

9. DPC データ研究のデザインと実践 

10. DeSC データ研究のデザインと実践 

11. JMDC データ研究のデザインと実践 

12. バリデーション研究 

13. 因果推論(1)傾向スコア分析の応用 

14. 因果推論(2)高次元傾向スコア 

15. 因果推論(3)操作変数法 

16. 因果推論(4)不連続回帰分断デザイン・

差の差分析 

17. 因果推論(5)時間依存性交絡 

18. 競合リスク分析 

19. 多重代入法 

20. マルチレベル分析 

21. 自己対照ケースシリーズ 

22. 機械学習・深層学習 

各講義の後に無記名アンケートを実施する。

アンケートの内容を踏まえて次年度のコン

テンツの改良に繋げる。 

（２）大規模データベース研究の実践 

2023 年に 124 編の原著論文を出版した。 

 

２．NDB データ研究の実践と人材育成プロ

グラム開発・検証（京都大学） 

KUEP-DHI では大学院生という立場に依ら

ず、企業の勤務者等、社会人を想定して次の

2 種類のインテンシブコースを提供している。 

 

（１）DHIEP Program（ディープ プログラム） 

Data-driven Healthcare Innovation Evangelist 

Promotion Program 分析だけを請け負う従来

型データサイエンティストではなく、ライフサイ

エンス・ヘルスケア領域に深い造詣を有し、

社会変革を実現しうる人材育成を目指すプロ

グラム。対象は医療データの利活用を志す個

人であり、個人参加、登録等も個人で行う。定

員は 20 名。カリキュラムの修業期間は半年間

であり、大きく経営・社会変革、医学・生命科

学、情報・データサイエンスの 3 領域で基礎

知識を e-learning で学び、必修科目 45 時

間、選択科目 21 時間、実習（必修）20 時間

で構成されている。 

（２）医療データ人材育成拠点形成事業ビジ

ネス特化型インテンシブコース Kansai Union 

/ Kyoto University Education Program for 

Digital Health Innovation directly on themes 

of business (KUEP-DHI dot.b.)：民間（企業）

のニーズを踏まえつつ、医療データの活用に

造詣のある人材を育成していくことを目的とす

るプログラム。対象は医療データ利活用に造

詣のあるスタッフを確保したい企業であり、個

人参加ではあるが、契約は企業－大学間で
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締結する。 

育成する人材像は参加者が所定のプログ

ラムを終えられた後には、各企業に戻り、医

療データを企業内で有効かつ安全に利用す

る方針を立案したり、使用できるデータを適切

に活用したりすることで有用な商品やビジネ

ス等の開発に繋げ、社会に貢献できる人材を

想定。 

 

３．医療・介護データ活用による研究・人

材育成（筑波大学） 

若手研究者による以下の 2 論文を刊行し

た。 

Characteristics and in-hospital mortality 

of patients with COVID-19 from the first 

to fifth waves of the pandemic in 2020 and 

2021 in the Japanese Medical Data Vision 

database (Heliyon. 2023 Aug 

25;9(9):e19490.） 

Factors associated with non-participation 

in breast cancer screening: analysis of the 

2016 and 2019 comprehensive survey of 

living conditions in Japan (Breast Cancer 

. 2023 Nov;30(6):952-964.） 

また、日本臨床疫学会および日本薬剤疫学

会の年次学術総会で教育講演を実施した。 

 

４．NDB をはじめとする医療ビッグデー

タを利活用できる人材の裾野を広げるため

の研究（自治医科大学） 

既存の教育プログラムのうち、幅広く利活

用可能であり、引き続き重視すべきコンテ

ンツは下記(1)-(5)のとおり整理された。 

(1) データ構造の理解 

・レセプトデータ等の種類と仕様 

・データ抽出のためのコード等 

(2) 研究デザインの検討 

・クリニカルクエスチョン（CQ）からリサ

ーチクエスチョン（RQ）への作り変え 

・FINERによる RQ の評価 

・文献検索 

・抽出変数の定義と抽出計画の策定 

(3) SQL によるデータの切り出し 

・複数のテーブルから情報を抽出する 

・解析用テーブルに加工する 

(4) Rによる統計解析 

・データの成型 

・各変数の集計及び可視化 

・検定、回帰分析 

(5) 論文執筆 

・論文の構造の理解 

・データの適切な解釈 

また利用者へのヒアリングからは、系統的

学習（データに関する説明資料、講義動画、

ダミーデータ等）に加えて、解析に慣れて

いない初学者を中心に、個別指導をより重

視するニーズが明らかになった。更に下記

(6)(7)が要望として挙げられた。 

(6) 様々な解析ソフトウェアの活用 

Stata, SPSS, TreeAge, ArcGIS等、利用者に

応じて様々なソフトウェアを使用するニー

ズがあることが明らかになった。特に統計

解析ソフトウェアについてはグラフィカル

ユーザインターフェースを希望する利活用



7 
 

者が多かったことから、Rに加えて Stata を

用いた統計解析の支援を導入した。 

(7) データ可視化のためのビジネスインテ

リジェンス(BI)ツールの活用 

自治体職員を中心として、BI ツールを用い

た可視化の希望が挙げられた。Tableau を

導入し分析を行うとともに、BI ツールに利

用できる汎用的な中間テーブルを作成する

こととした。 

 

Ｄ．考察 

１．ビッグデータ研究実践能力およびデ

ータハンドリング技術養成プログラムの

実践（東京大学） 

先行の人材育成プログラムを改良し、双
方向型の教育が可能なオンラインプログ
ラムを開発した。令和 6年度のリリー
ス、ウェビナーの実践と評価を行う。 

また、大規模データベース研究の実践をさ

らに進めた。2019年の約50編、2020年の約

70編、2021年の約100編、2022年の117編に

引き続き、2023年は124編の原著論文を出

版した。コンスタントに増加しており、本

研究の人材育成プログラムの効果を示唆

するものである。 

 

２．NDB データ研究の実践と人材育成プロ

グラム開発・検証（京都大学） 

「関西広域・医療データ人材育成拠点形成

事業」における 2 種類の社会人向けインテン

シブコースの経験から、データサイエンスの

人材育成に関するいくつかの知見を得た。下

記に抜粋して記述する。 

・医療者でない参加者の場合、医療データ以

前の「医療そのもの」への距離感が大きいた

め、プログラム提供に当たっては、そのギャッ

プを十分意識することが必要。 

・NDB 等の実際のデータに触れることは学習

者のモチベーションを大きく高め得る。 

・「公益性のある研究」として NDB 申出書を書

くことの意義を体感することは大いに重要。 

・医師の診断プロセスや、電子カルテ入力体

験を通じた、「データが絶対とは限らない」「バ

リデーションが重要」という感覚の共有はきわ

めて重要。 

・レセプトでの傷病名同定における投薬や処

置の情報を理解することの重要性。 

・医療の場で入力されている情報が必ずしも

正確かつ網羅的とは言えないことの実感。 

・模擬的なデータ分析体験を通じた、臨床研

究への意識の高まり。 

・「企業が求める人材育成」と「大学教育が想

定する人材育成」の違いの認識。 

・受講者ニーズと提供するコンテンツとのマッ

チングの重要性。 

・人材育成プログラムに参加することで、その

者が通常業務に就いていたことで得られたは

ずの派遣元への利益を上回る貢献を派遣元

にもたらす可能性を、できる限り可視化するこ

との重要性。 

・人材育成プログラムに参加した者が、派遣

元に戻った後も継続的に医療データサイエン

ティストとして活躍できるために、医療データ

に関連する具体的な研究事業が派遣元に存

在することの重要性。 
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３．医療・介護データ活用による研究・人

材育成（筑波大学） 

「後進の育成」に関する活動の一環として、

筑波大学の若手に限らず、日本全国を対象

にした啓蒙教育活動に関わることができた。 

医療・介護ビッグデータ研究の後進の育成

実績およびそのノウハウが順調に蓄積され

ている。これは、今後の医療人材のあるべ

き方向にも沿ったものであり、かつ学生や

若手自身が自ら意欲的に取り組める内容で

もあり、適切な指導により高い成果につな

げられることが示唆された。 

 

４．NDB をはじめとする医療ビッグデータ

を利活用できる人材の裾野を広げるための

研究（自治医科大学） 

本研究では、医療ビッグデータを利活用で

きる人材の裾野を広げるにあたり、研究者

や大学院生に加えて自治体職員等とも意見

交換を行い、既存の教育プログラムの改良

を図るとともに、更なる利活用のための検

討を行った。 

今後は地域医療分析や医療政策の立案など、

様々な目的でビッグデータを利活用するこ

とが求められている。本研究では、増加す

る新たなニーズに合わせて利活用者から意

見を集めることで、ビッグデータを用いて

実現可能な分析について整理するとともに、

既存の教育プログラムのうち継続して重視

すべき内容や、改良が必要な点について明

らかにした。 

本研究では、当センターにおいてデータと

研究の機会を臨床医を中心とした若手研究

者に引き続き提供することで、多数のエビ

デンスを持続的に創出した。このことは一

連の教育プログラムの有効性を示している

と考えられる。一方で、新たに様々なバッ

クグランドを持つ利活用者を迎え入れ、デ

ータの種類を増やし、求める分析内容に対

応した教育プログラムを作成することが必

要である。 

 

Ｅ．結論 
本研究は、厚生労働省が進める NDB等デ
ータベースの高度利活用に直接反映され
る研究である。 

近年、保健医療介護データベースのイン
フラ整備が進められている。それらのイ
ンフラを活用できる人材の育成にさらに
貢献し、現在整備中の統合データベース
の稼働の際には全省的な政策課題に関す
る研究・知見の提供にも貢献できる。さ
らに、日常臨床のクリニカル・クエスチ
ョンをデータベース活用により解明する
研究実践能力を持つ研究者を多数育成
し、データハンドリング技術と臨床研究
実践能力の両方に長けた人材も多数育成
することにより、わが国の大規模データ
ベース研究の進歩を加速できる。わが国
の大規模データベース研究の技術水準を
世界トップレベルに向上させ、わが国発
のエビデンスを量産できることが期待さ
れる。 

また、様々な利活用者と目的に合わせて教

育プログラムの改良を検討し、今後求めら
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れる新規データの検討と更なる利活用のた

めの基盤を強化する必要がある 

 
Ｆ．健康危険情報 
なし 

 
Ｇ．研究発表 
（別添４および各分担研究報告書に記載） 

 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
 1. 特許取得 
 なし 
 2. 実用新案登録 
なし 

 3.その他 
なし 
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厚生労働行政推進調査事業補助金 

政策科学総合研究事業（政策科学推進研究事業） 

NDB をはじめとする医療ビッグデータを利活用できる人材の裾野を広げるための研究 

 

ビッグデータ研究実践能力およびデータハンドリング技術養成プログラムの実践 

 

研究代表者 康永秀生 東京大学大学院医学系研究科臨床疫学・経済学 教授 

 

研究要旨： NDB・DPC 等の大規模データ解析に精通した研究者を育成すること
は急務である。令和５年度研究では、先行研究で開発した人材育成プログラム
のコンテンツを更新・改善し、新たな「NDB・DPC等データベース研究人材育成セ
ミナー」を開発した。令和 6年度のセミナーの実施と評価に向けて準備中である。
NDB、DPCなどの大規模データベースを用いた研究を引き続き実施し、2023年
は英文原著論文が 124 編出版された。 
日常臨床のクリニカル・クエスチョンをデータベース活用により解明する研究実践能
力を持つ研究者を多数育成し、データハンドリング技術と臨床研究実践能力の両方に
長けた人材も多数育成することにより、わが国の大規模データベース研究の進歩を加
速できる。 

 

Ａ．研究目的 

近年、保健医療介護のリアルワールドデ

ータを収集した大規模データベース研究

が拡大している。 

平成23年度からレセプト情報・特定健診

等情報データベース（以下、NDB）の研究

者への第三者提供が始まり、令和元年度

からNDBオンサイトリサーチセンターが

一般開放された。令和２年度から第三者

提供が法制化され、民間事業者等への提

供も可能となった。令和３年度には提供

情報の範囲が拡大され、さらにNDBのリプ

レース及びNDBデータ等をクラウド上で

解析できる「医療・介護データ等の連結解

析基盤」（以下、HIC）の開発が進められ

た。令和４年度からオンサイトリサーチ

センターのクラウド化、HICの試行的利用

が開始された。このように、保健医療介護

データベース研究の素地は整いつつある。 

データベース研究に精通した研究者は、

本研究に先行する研究班のこれまでの取

り組みによって徐々に増加している。医

学系研究者を中心にNDB利用者は徐々に

増加しつつあるものの、十分とはいいが

たい。さらに他の領域（経済学系や工学系

など）の研究者や民間事業者のNDB利用は
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いまだ極めて限定的である。NDB利用者の

裾野を広げるための人材育成が引き続き

求められている。保健医療介護の実態を

理解し、なおかつデータ解析に精通した

研究者を育成することは喫緊の課題であ

る。そのために、臨床医学・疫学・統計学

の知識に加えて、データベースに関連す

る知識や技能の教育が必須である。 

また、令和２年度には国内３カ所のNDBオ

ンサイトリサーチセンターが一般開放さ

れたものの、コロナ禍において稼働は制

限された。コロナ禍が明けて、今後の利活

用のさらなる促進が求められる。 

本研究課題の研究者らは、平成29-30年度

厚生労働科研「診療現場の実態に即した

医療ビッグデータ（NDB等）の解析の精度

向上及び高速化を可能にするための人材

育成プログラムの開発と検証に関する研

究」、平成31-令和２年度厚生労働科研「診

療現場の実態に即した医療ビッグデータ

（NDB等）の解析の精度向上及び高速化を

可能にするための人材育成プログラムの

実践と向上に関する研究」、令和３－４年

度厚生労働科研「診療現場の実態に即し

た医療ビッグデータ（NDB等）を利活用で

きる人材育成促進に資するための研究」

において、NDB・DPC等の医療ビッグデータ

の解析に精通した研究者を育成するため

の教育プログラム開発等を行ってきた。 

本研究では、上記研究をさらに発展させ、

令和５年度は先行研究にて開発された人

材育成プログラムを改良し、NDB・DPC等デ

ータベース研究人材育成セミナーを開発

した。これらを用いて、令和6年度にはセ

ミナーをWebで実施し、参加者によるプロ

グラム評価も実施する予定である。 

先行研究では、NDBの活用に関しては、従

来の特別抽出によるNDBデータ利用及び

オンプレミスのオンサイトリサーチセン

ターの利用を対象としてきた。本研究で

は、これまでの実績を踏まえて、さらにそ

の内容を発展させ、NDBとHICを円滑に利

用できる研究者を幅広く育成すること、

及びオンサイトリサーチセンターにおい

て運用側で必要な共通の仕組みを確立す

ることを目的としている。 

さらに、人材育成セミナーでの教育を活か

して、多数の研究者によるデータベース研

究を推進し、これまで通り論文実績を積み

重ねていくことも目的としている。 

 

Ｂ．研究方法 

■研究計画を遂行するための研究体制 
先行の研究班のもとに、大規模データベ
ース利活用のための若手研究者コンソー
シアムを立ち上げた。疫学・統計学・医療
情報学等の社会医学系研究者に加えて、
臨床医学、健康科学・看護学などの若手研
究者も多数参画している。研究班メンバ
ーが若手研究者を直接指導し、そこで日
夜培われ開発される個別技術（データハ
ンドリング技術、観察研究における統計
解析技術など）を体系化・一般化し、既存
の知識と合わせた、種々のビッグデータ
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に応用可能な教育プログラムを開発し、
それらを常に最新の内容にアップデート
してきた。 
研究代表者はこれまで多くの臨床家との
共同研究を行っており、研究協力者とし
て総勢約 200 名の臨床家を動員し、ビッ
グデータからエビデンスを産み出す恒常
的なサイクルを回し、英文原著論文を量
産する体制を築いている。 
 
１．人材育成プログラムの開発 
先行研究において開発した人材育成プロ
グラムをベースに、新たに「NDB・DPC
等データベース研究人材育成セミナー」
のコンテンツを開発した。これには、ビッ
グデータ研究実践能力養成プログラムお
よびビッグデータハンドリング技術養成
プログラムが含まれる。 
ビッグデータ研究実践能力養成プログラ
ムは、日常臨床からクリニカル・クエスチ
ョンを紡ぎ出し、検証可能なリサーチ・ク
エスチョンに構造化し、既存のビッグデ
ータを用いてリサーチ・クエスチョンを
解き明かす臨床研究・疫学研究・ヘルスサ
ービスリサーチの実践能力を養成するプ
ログラムである。 
ビッグデータハンドリング技術養成プロ
グラムは、テラバイト級のデータベース
から個別の研究目的に沿うデータセット
を抽出するデータハンドリング技術、膨
大なテキストデータを含む大規模かつ複
雑な構造のデータを研究用の扱いやすい

データベースに再構築するなどのデータ
ベースマネージメント技術を養成するプ
ログラムである。 
令和６年度にオンラインによるセミナー
を実践し、その評価を行う予定である。 
 

２．大規模データベース研究の実践 

先行研究における人材育成プログラム受
講者をはじめ、多施設から多くの研究者
と共同研究体制を構築し、NDB,DPC等のデ
ータベースを用いた臨床研究、疫学研究、
医療経済・政策研究、ヘルスサービスリサ
ーチを継続的に実施した。 

 

Ｃ．研究結果 

１．人材育成プログラムの開発 
令和 5 年度に開発したプログラムについ
て、先行研究からの主な変更点は下記の
通りである. 
(i)開催形式 
先行研究では撮影済みの動画のオンデマン

ド配信形式であったところ、今回はウェビ

ナー形式の講義＋eLearning とし、さらにウ

ェビナーの録画をオンデマンド配信するこ

ととする。ウェビナーにおいては講義終了

後にまとめて質疑応答を行うなど、聴衆に

は臨場感のある講義を提供する。なお質疑

応答部分は録画を行わず、講義部分の録画

のみをオンデマンド配信とする。オンデマ

ンドは配信期間を設け、期間中は全ての講

義をいつでも視聴することを可能とする。 

主催は厚生労働省科学研究・保健医療介護
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ビッグデータ人材育成研究班（研究代表者：

東京大学 康永秀生）とし、日本臨床疫学

会などを共催とする予定である。ウェビナ

ーは事前登録制であり、無料とする。 

 

(ii)受講対象 

本ウェビナーでは、保健医療介護ビッグデ

ータ研究で実績のある講師陣による講義・

演習を受けることができる。短期集中で大

規模データベース研究の計画立案から統計

解析まで学習できる。 

受講対象は保健医療介護ビッグデータ研究

に興味のある方とし、これまでの主な対象

である医療・介護従事者、大学・研究機関に

所属する研究者の他に、企業に所属する者、

自治体等の医療政策の担当者にも門戸を広

げる。 

 

(iii)コンテンツ 

下記 1-7 は従来のコンテンツから大幅改善

ないしは新設となる。8-22 は従来のコンテ

ンツの内容を更新する。 

1. NDBデータ等研究に関連する法律や制

度と倫理申請 

2. NDB・DPC等公的データベースの動向 

3. NDBのデータ申請とオンサイトセンタ

ーの利用 

4. SQL の活用：基礎編  

5. SQL の活用：中級編 

6. リアルワールドデータの研究デザイン 

7. 医療・介護連結データを用いた研究のデ

ザインと実践 

8. NDB 研究のデザインと実践 

9. DPC データ研究のデザインと実践 

10. DeSC データ研究のデザインと実践 

11. JMDC データ研究のデザインと実践 

12. バリデーション研究 

13. 因果推論(1)傾向スコア分析の応用 

14. 因果推論(2)高次元傾向スコア 

15. 因果推論(3)操作変数法 

16. 因果推論(4)不連続回帰分断デザイン・

差の差分析 

17. 因果推論(5)時間依存性交絡 

18. 競合リスク分析 

19. 多重代入法 

20. マルチレベル分析 

21. 自己対照ケースシリーズ 

22. 機械学習・深層学習 

 

(iv)アンケートによる評価 

各講義の後に無記名アンケートを実施する。

各講義のアンケートに回答すると、各講義

資料の pdf がダウンロード可能になる、と

いうインセンティブを与える。アンケート

の内容を踏まえて次年度のコンテンツの改

良に繋げる。 

 

２．大規模データベース研究の実践 

2023 年に 124 編の原著論文を出版した。
その一覧は下記の「G.研究発表」に示す。 

本報告ではこのうち NDB を用いた最近の

研究 1件[論文番号 124]の内容を記述する。 

 

リンパ脈管筋腫症の疫学：NDB を用いた記
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述研究 

【目的】リンパ脈管筋腫症の発生率、有病

割合などの疫学データについての経年的な

変化を明らかにすること。 

【方法】NDB をデータソースとした、2014

〜2019 年の各年における縦断的記述研究。

病名コードに基づいて患者を同定した。年

内に新規に病名コードを付与された患者の

数、年内に病名コードを付与された患者の

数、をそれぞれその年の日本全国民の数で

除することで、発生率、有病割合を算出し

た。さらに、同定された患者における治療、

死亡についても算出した。 

【結果】リンパ脈管筋腫症の発生率はおお

よそ横ばいで、2019 年には 1.7/100 万人年

であった。有病割合は 2014 年には 8.9/100

万人年であったが増加傾向を示し、2019 年

には 15.1/100 万人年であった。リンパ脈管

筋腫症の特異的治療薬であるシロリムスや

エベロリムスの処方は増加傾向を示した一

方で、在宅酸素療法や胸部ドレナージの施

行率は減少傾向を示した。年内に同定され

た全患者のうち年内に死亡する率は 1%程

度で横ばいであった。 

【結論】リンパ脈管筋腫症の発生率はおお

よそ横ばいである一方、有病割合は増加し

ていた。近年使用可能となったリンパ脈管

筋腫症の特異的治療薬の使用が増加してお

り、合併症である慢性呼吸不全や気胸に関

連した処置は減少していた。特異的治療薬

がよい予後に繋がるのかについては今後の

さらなるデータの集積が必要である。 

Ｄ．考察 
先行の人材育成プログラムを改良し、双
方向型の教育が可能なオンラインプログ
ラムを開発した。令和 6年度のリリー
ス、ウェビナーの実践と評価を行う。 

また、大規模データベース研究の実践をさ

らに進めた。2019年の約50編、2020年の約

70編、2021年の約100編、2022年の117編に

引き続き、2023年は124編の原著論文を出

版した。コンスタントに増加しており、本

研究の人材育成プログラムの効果を示唆

するものである。 

本研究は、わが国の大規模データベース研

究において不足している「人材育成」を最

重視し、大規模データベース研究のための

種々の技術を一般化し体系的なプログラ

ムを構築した上で、それらを多数の研究者

等に利活用してもらえるように社会実装

を試みる点が、既存研究にない独創的な点

である。 

NDB・HICばかりでなく、あらゆる保健・
医療・介護ビッグデータに対応できる人
材育成を図ることにより、ビッグデータ
のデータハンドリング、データベースマ
ネージメント等に関する総合的な技術を
持つ人材を多数育成し、データ利用者・
研究者の裾野を広げることができる。 

 

Ｅ．結論 
本研究は、厚生労働省が進める NDB等デ
ータベースの高度利活用に直接反映され
る研究である。 
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近年、保健医療介護データベースのイン
フラ整備が進められている。それらのイ
ンフラを活用できる人材の育成にさらに
貢献し、現在整備中の統合データベース
の稼働の際には全省的な政策課題に関す
る研究・知見の提供にも貢献できる。さ
らに、日常臨床のクリニカル・クエスチ
ョンをデータベース活用により解明する
研究実践能力を持つ研究者を多数育成
し、データハンドリング技術と臨床研究
実践能力の両方に長けた人材も多数育成
することにより、わが国の大規模データ
ベース研究の進歩を加速できる。わが国
の大規模データベース研究の技術水準を
世界トップレベルに向上させ、わが国発
のエビデンスを量産できることが期待さ
れる。 

 

Ｆ．健康危険情報 

なし 
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要旨  

 京都大学では、2019 年度より文部科学省が管轄する「関西広域・医療データ

人材育成拠点形成事業」を開始しており、主コースである修士課程追加履修コー

スのほかに、民間向けに展開する 2 つのインテンシブコースを併設している。この 2

つのコースは、講師やコンテンツに一部の重複はあるものの、それぞれに運用形式

や目指す方向性には相違があり、参加者が習得を目指すスキルも異なっていて、

1 期生、2 期生と回を重ねるごとに独自の展開を見せるようになってきている。 

 2023 年度は本事業の成果を第 43 回医療情報学連合大会ワークショップ「未

来を担う医療データ取扱人材の育成～関西広域  医療データ人材教育拠点形

成事業（KUEP-DHI）の取り組み～」で報告した。 

 本課題ではアカデミアにおける研究者養成とは異なる形式での保健医療介護

ビッグデータ研究人材育成の可能性について課題と可能性について検討を進め

る。

 

Ａ.目的  

大学院課程における研究者養成とは

異なる、企業の勤務者等社会人を対象

とする保健医療介護ビッグデータ研究

人材育成プログラムの可能性と課題を

検討する。 

 

Ｂ．研究方法 

京都大学は 2019 年度より文部科学省

の助成を受け、関西広域の計 13 大学と

コンソーシアムを構築して「関西広域・医

療データ人材育成拠点形成事業

（Kansai Union / Kyoto University 

Education Program for Digital Health 

Innovation: KUEP-DHI. 責任者：黒田

知宏・京都大学医学部附属病院医療情

報企画部教授）」に取り組んでいる。本事

業は医療現場から大規模に収集される

多様なデータの利活用を推進し、質の高

い医療を実現するため、医療データの活

用基盤を構築・運営する人材、医療デー
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タを利活用できる人材を育成することを目

指すものである。KUEP-DHI の根幹は、

大学院生（主に修士学生）を対象とした

「医療データ取扱専門家育成コース」で

あり、京都大学大学院医学研究科と同大

大学院情報学研究科に追加履修コース

として設置されている。次世代医療基盤

法や保健医療データプラットフォームに

蓄積されるデータを活用し、医療データ

サイエンスの国際的牽引役を担えるよう

本邦の医療データサイエンスを発展させ

るために、医療データが生まれてから活

用されるまでの情報流の始点から終点ま

でを確実に支え、正しく統制できる人材を

育成することを目指している。 

本研究は同事業の一環として実施され

ている２つの社会人向けインテンシブコー

スの運営経験に基づく事例検討である。 

 

C．研究結果 

KUEP-DHI では大学院生という立場

に依らず、企業の勤務者等、社会人を想

定して次の 2 種類のインテンシブコース

を提供している。 

 

（１）DHIEP Program（ディープ プログラ

ム. 責任者: 奥野恭史・京都大学大学

院医学研究科ビッグデータ医科学教授） 

Data-driven Healthcare Innovation 

Evangelist Promotion Program 分析だ

けを請け負う従来型データサイエンティス

トではなく、ライフサイエンス・ヘルスケア

領域に深い造詣を有し、社会変革を実

現しうる人材育成を目指すプログラム。対

象は医療データの利活用を志す個人で

あり、個人参加、登録等も個人で行う。出

願資格は大卒資格を有する者で、ライフ

サイエンス・IT 関連企業に所属する者及

び今後当該領域に参入を検討している

者、医療従事者、地方自治体職員、規

制当局関係者、大学院生など定員は 20

名。カリキュラムの修業期間は半年間で

あり、大きく経営・社会変革、医学・生命

科学、情報・データサイエンスの 3 領域で

基礎知識を e-learning で学び、必修科

目 45 時間（プレゼンテーション・コミュニ

ケーション、環境・市場理解、ビジネスモ

デリング、デザインシンキング、チェンジマ

ネジメント、医療情報倫理学、バイオイン

フォマティクス、可視化、AI・機械学習な

ど）、選択科目 21 時間（ゲノム医療、IT

創薬、ライフサイエンスデータベース、時

系列分析、テキストマイニング、ベイジア

ンネットワーク等）、実習（必修）20 時間

（医療データから患者を層別化し、診断

アプローチを提案、既存データベースを

活用して分子標的探索を行い現状プロ

セスの改善点を提案、電子カルテの副作

用情報を用いたドラッグリポジショニング

の探索、ライフログと医療データを用いた

生活の中からの医療シーズの発見等）で

構成されている。修了要件は、合計 60

時間以上の履修と各科目評価での合格

（修了要件を満たせば、履修証明書が授

与される）。受講料は社会人が 50 万円

（税抜）、大学官公庁等の職員と大学院

生は無料である。 

 

（２）医療データ人材育成拠点形成事業

ビジネス特化型インテンシブコース 

Kansai Union / Kyoto University 

Education Program for Digital Health 

Innovation directly on themes of 

business (KUEP-DHI dot.b. 運営委員

長：中山健夫・京都大学大学院医学研

究科社会健康医学系専攻健康情報学

教授)：民間（企業）のニーズを踏まえつ

つ、医療データの活用に造詣のある人材
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を育成していくことを目的とするプログラ

ム。対象は医療データ利活用に造詣のあ

るスタッフを確保したい企業であり、個人

参加ではあるが、契約は企業－大学間で

締結する。 

育成する人材像は参加者が所定のプ

ログラムを終えられた後には、各企業に戻

り、医療データを企業内で有効かつ安全

に利用する方針を立案したり、使用できる

データを適切に活用したりすることで有用

な商品やビジネス等の開発に繋げ、社会

に貢献できる人材を想定。到達目標は次

の通りである。 

・医療データを活用するための知識を系

統立てて理解し、応用できる。 

・医療データの活用に必要な現場感覚を

もとに、医療データを分析して結果を解

釈できる。 

プログラムの内容は、dot.b 独自の講

義、大学院の既存科目については科目

等履修制度の活用、文献抄読、分析実

習、臨床講義・実習、グループ演習で構

成されている。分析実習では NDB オー

プンデータ等を用いた R、SQL 等の利

用、グループ演習では、NDB 申出の練

習や実際の NDB サンプリングデータセッ

トを用いた分析を実施している。また臨床

講義・実習では、電子カルテ入力体験に

より、電子カルテの自習環境の操作、電

子カルテのインターフェイスの理解、予め

提示された模擬患者に対し、医師になっ

たつもりでのカルテ記入等を通して、入力

されるデータの背景とリアリティを実感でき

る機会を提供している。グループ演習で

は、EBM の PECO（patient, exposure, 

comparison, outcome）形式を学び、構造

化された研究計画を立ててデータを抽出

し分析するという、データベース研究の一

連のプロセスを提供している。dot.b プロ

グラムは、参加者個人と契約を行うので

はなく、まず本プログラムの趣旨に賛同す

る企業を募り、大学と有償の共同研究契

約を締結する。そして各企業内で参加の

該当者を選定し、プログラムに派遣する。

参加者は京都大学と各企業の共同研究

のプロジェクト研究員として、プログラム参

加期間中は、京都大学での立場を持つ

ことができ、京都大学の各種リソースを一

定の条件で利用できる。 

コースは 2020 年度から開始され、2020

年度には 6 社・9 名、2021 年度は 3 社・4

名、2022 年度は 7 社・8 名が参加した。

2023 年度はコースを実施せず、過去 3 年

間を総括するとともに、コースで得られた

知見について、日本薬剤疫学会  (2023

年 11 月) 、医療情報学連合大会 (2023

年 11 月) 、21 世紀 先端医療コンソーシ

アム 医療マネジメント部会 特別プログラ

ム (2023 年 1〜3 月) にて報告した。 

また、各年度の参加者が一同に会して

NDB を分析する演習や講演会を行い、

コース修了者との関係を維持し、参加者

間の繋がりを深化させる機会も継続的に

提供している。 

 

Ｄ．考察 ＆ Ｅ．結論 

「関西広域・医療データ人材育成拠点

形成事業」における 2 種類の社会人向け

インテンシブコースの経験から、データサ

イエンスの人材育成に関するいくつかの

知見を得た。下記に抜粋して記述する。 

・医療者でない参加者の場合、医療デー

タ以前の「医療そのもの」への距離感が

大きいため、プログラム提供に当たって

は、そのギャップを十分意識することが必

要。 

・NDB 等の実際のデータに触れることは

学習者のモチベーションを大きく高め得
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る。 

・「公益性のある研究」として NDB 申出書

を書くことの意義を体感することは大いに

重要。 

・医師の診断プロセスや、電子カルテ入

力体験を通じた、「データが絶対とは限ら

ない」「バリデーションが重要」という感覚

の共有はきわめて重要。 

・レセプトでの傷病名同定における投薬

や処置の情報を理解することの重要性。 

・医療の場で入力されている情報が必ず

しも正確かつ網羅的とは言えないことの

実感。 

・模擬的なデータ分析体験を通じた、臨

床研究への意識の高まり。 

・「企業が求める人材育成」と「大学教育

が想定する人材育成」の違いの認識。 

・受講者ニーズと提供するコンテンツとの

マッチングの重要性。 

・人材育成プログラムに参加することで、

その者が通常業務に就いていたことで得

られたはずの派遣元への利益を上回る貢

献を派遣元にもたらす可能性を、できる

限り可視化することの重要性。 

・人材育成プログラムに参加した者が、派

遣元に戻った後も継続的に医療データサ

イエンティストとして活躍できるために、医

療データに関連する具体的な研究事業

が派遣元に存在することの重要性。 

 

 本プログラムは 2022 年度も実施してお

り、引き続き、より良いデータサイエンス人

材育成の在り方、方向性を探っていきた

い。 

 

Ｆ．健康危機情報 

なし 
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2022.11.13 

黒田知宏. 関西広域 医療データ人材

教育拠点形成事業（KUEP-DHI）の概要

について. 第 43 回医療情報学連合大

会ワークショップ「未来を担う医療データ

取扱人材の育成～関西広域 医療デー

タ人材教育拠点形成事業（KUEP-DHI）
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タ人材教育拠点形成事業（KUEP-DHI）
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令和 5 年度厚生労働行政推進調査事業費補助金 
（政策科学総合研究事業（政策科学推進研究事業）） 

分担研究報告書 
 

医療・介護データ活用による研究・人材育成 
 

研究分担者 田宮菜奈子 筑波大学 医学医療系 ヘルスサービスリサーチ分野 教授 
研究協力者 岩上将夫  筑波大学 医学医療系 ヘルスサービスリサーチ分野 准教授 

  
研究要旨 

本研究分担班では、昨年度に引き続き、本年度も医療・介護保険レセプトデータや

Diagnosis Procedure Combination (DPC)データなどの医療ビッグデータを用いた研究を推

し進め、特に博士課程・研修医・若手教員を対象にした人材育成に力を入れている。 
近年、地域医療や地域包括ケアシステムの教育の必要性が明記されるなど、医学教育にお

いても病院内での急性期医療のみでなく、退院後の社会的課題を含めた長期的視点が重要と

されている。一方、2020年から新型コロナウイルスのパンデミックにより、リアルワールド

データを素早く解析して社会・世間の疑問に対して答えることの重要性が増している。この

ような中、本研究班により、その取り組みが加速でき、学会発表や国際誌掲載などの成果を

あげることができた。 
論文発表の成果としては、当教室（筑波大学医学医療系ヘルスサービスリサーチ分野）の

医学部6年生（現在は研修医）がMedical Data Visions社から提供を受けたDPCデータを解析

し、第1～5波の新型コロナウイルス入院患者における患者の特徴および死亡率の推移を明ら

かにした（Suzuki T, et al. Heliyon. 2023;9(9):e19490）。また、当教室の博士課程生が国民

生活基礎調査のデータを解析し、乳がん検診の未受診の関連要因を明らかにした

（Kawamura C, et al. Breast Cancer. 2023;30(6):952-964）。そのほか、DeSCヘルスケア

データベースを用いた抗ヒスタミン薬と転倒関連外傷の関連の検討、および、２市区町村の

医療・介護連結レセプトデータを用いた要介護開始患者のクラスタリングに関する研究を行

い、現在論文投稿中である。 
また、2023年度日本臨床疫学会学術総会にて、本研究分担者である田宮菜奈子がシンポジ

ウム（リアルワールドデータ研究の人材育成）で講演を行い、また本研究協力者である岩上

将夫がシンポジウムやワーキングシアターで臨床疫学者を対象に講演・講義を行った。ま

た、2024年度日本薬剤疫学会学術総会においても、岩上将夫がチュートリアルで臨床疫学・

薬剤疫学者養成のための企画を担当した。 
このようにリアルワールドデータを用いた臨床医学・社会医学研究に関心を持つ医療者や

若手教員を対象に医学教育を行い、研究者の裾野を広げ、本事業の目標である幅広い医療ビ

ッグデータ研究にかかわる人材育成に貢献することができた。 
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はじめに 
昨今、WHOでWorld Health Assembly in 

May 2016においてFramework on 
integrated people-centred health services 
(IPCHS) が議論され、また医学教育モデ

ル・コア・カリキュラム（平成 28 年度改

訂版）においても、｢地域医療や地域包括ケ

アシステムの教育｣として章を設け、 ｢超高

齢社会を迎え地域における福祉介護等の関

係機関との連携により、包括的かつ継続的

な地域完結・循環型医療』の提供を行うこ

とが必要とされ、卒前教育にも、多職種連

携・多職種協働やチーム医療を具体的にイ

メージできるカリキュラムが求められてい

る。『医師として求められる基本的な資

質・能力』に地域医療やチーム医療、コミ

ュニケーション能力を列挙するのみなら

ず、A-4-1)コミュニケーション、A-4-2)患者

と 医師の関係、A-5-1)患者中心のチーム医

療、A-7-1)地域医療への貢献、B-1-7)地域医

療・地域保健（A-7-1)と学修目標を共有させ

た）、F-2-15)在宅医療と介護、G-4-3)地域

医療実習の各項目で 触れている。なお、単

に高齢者に対する医療や介護だけではな

く、全年齢を見据えた予防も含めた地域保

健や関連する地域福祉の理解と実践が求め

られる。｣としている。我々は、こうした視

点を教育するにあたり、個別の地域医療教

育に加えて、地域のデータに基づく集団の

視点の分析を学ぶことの意義を考え、当初

から医学生や若手に地域データの分析機会

を設けてきた。 
また、2020年初頭からの新型コロナウイ

ルスのパンデミックに伴い、リアルワール

ドデータの有効活用に基づくevidence 
based policy making (EBPM)の重要性が広

く一般世間・社会に認識されるようになっ

てきた。この時に重要なことは、時間と研

究意欲に溢れる若手研究者が、経験・実績

の豊富な指導者の下で、素早くデータを解

析し、報告書や論文を執筆して世に発信す

ることである。そのような教育体制・環境

を日頃から構築することが重要である。 
本研究班により、これらの取り組みが加

速でき、過去2年間に引き続き、今年度も研

修医・博士課程生・若手教員が実際に国際

誌掲載に成果をあげることができた。また

本研究班の取り組みから得た人材育成の知

見に基づき、本研究班の分担研究者・協力

研究者である教員がシンポジウム講演や講

義をする機会も得ることができている。以

下、この１年の成果を報告する。 
 

I 医療・介護保険レセプトデータ活用による

研究・人材育成（１）論文発表 
本年度は医療・介護ビッグデータ活用によ

る論文を２本公表し、また２本新たに投稿

することができた。解析及び論文執筆は、

本研究分担者（田宮）および本研究協力者

（岩上）の指導のもと、当教室（筑波大学

医学医療系ヘルスサービスリサーチ分野）

に所属する博士課程学生および客員研究員

が行った。下記に論文の要旨をまとめる。 
 
1. 論文タイトル：Characteristics and in-
hospital mortality of patients with 
COVID-19 from the first to fifth waves of 
the pandemic in 2020 and 2021 in the 
Japanese Medical Data Vision database 
(Heliyon. 2023 Aug 25;9(9):e19490.） 
【発表者】鈴木俊輝（当時医学生、現在研

修医） 
【目的】日本における COVID-19 患者の患

者特性、医療利用、および院内死亡率につ

いて、波ごとに記述し比較することを目的

とした。 
【方法】Medical Data Vision (MDV) デー

タベースを用いて、第 1 波（2020 年 1 月～

6 月）、第 2 波（2020 年 6 月～10 月）、第

3 波（2020 年 10 月～2021 年 2 月）、第 4
波（2021 年 3 月～6 月）、第 5 波（2021 年
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6 月～12 月）に COVID-19 で入院した患者

を同定した。各波における患者特性、医療

利用、院内死亡率をまとめ、院内死亡率に

ついて多変量ロジスティック回帰分析を行

った。 
【結果】第 1 波から第 5 波までの患者数

（平均年齢±標準偏差）は、それぞれ 2958
例（61.2±22.8 歳）、7981 例（55.6±25.3
歳）、18,788 例（63.6±22.9 歳）、17,729
例（60.6±22.6 歳）、23,656 例（51.2±22.3
歳）であった。院内死亡はそれぞれ 190 例

（6.4％）、363 例（4.5％）、1261 例

（6.7％）、1081 例（6.1％）、762 例

（3.2％）であった。院内死亡の調整オッズ

比（95％信頼区間）は、第 1 波と比較して

第 2～5 波ではそれぞれ 0.78（0.65-
0.95）、0.94（0.79-1.12）、0.99（0.84-
1.18）、0.77（0.65-0.92）であった。 
【結論】COVID-19 による院内死亡率は第

1 波から第 2 波にかけて改善したが、第 3
波と第 4 波では第 1 波と同様に死亡率は重

篤であった。第 5 波の院内死亡率は改善し

たが、患者やウイルスの特性の変化を考慮

すると、今後の波にも注意深い監視が必要

である。 
 
2. 論文タイトル：Factors associated with 
non-participation in breast cancer 
screening: analysis of the 2016 and 2019 
comprehensive survey of living conditions 
in Japan (Breast Cancer 
. 2023 Nov;30(6):952-964.） 
【発表者】河村千登星（博士課程生） 
【背景】日本では、乳がん検診の受診率は

依然として低い。乳がん検診未受診に関連

する因子を特定し、未受診のリスクが高い

人を特定することが重要である。 
【方法】2016 年および 2019 年の国民生活

基礎調査の 40～74 歳女性のデータを用いて

横断研究を実施した。調査票から予測変数

の候補を選択し、過去 2 年間の乳がん検診

未受診について多変量ロジスティック回帰

を行った。さらに、2016 年のデータを用い

て、未受診の整数リスクスコアを作成し、

2019 年の予測能を検証した。 
【結果】2016 年と 2019 年の乳がん検診の

受診者割合はそれぞれ 46.7％
（50,177/107,513）、48.7％
（49,498/101,716）であった。多変量ロジ

スティック回帰分析では、50 歳以上、独

身・離婚・寡婦、低学歴、低世帯支出、国

民健康保険の被保険者であること、小・中

規模企業に雇用されていること、非正規雇

用であること、現在喫煙者であること、飲

酒をしたことがない、過度の飲酒、自己評

価による健康状態が低いこと、Kessler 心理

的苦痛尺度のスコアが高いこと、がん以外

の疾患の年次健康診断に参加していないこ

と、病院・診療所を常時受診していないこ

とが、未受診と正の関連を示した。9 項目の

リスクスコア（年齢、配偶者の有無、学

歴、健康保険制度、雇用、喫煙、飲酒、が

ん以外の疾患の年次健康診断の不参加、病

院/診療所に常時受診していない）と 3 項目

のリスクスコア（年齢、健康保険制度、が

ん以外の疾患の年次健康診断不参加）は、

それぞれ 0.744 と 0.720 の ROC 曲線下面積

を示した。 
【結論】乳がん検診への未受診に関連する

因子を同定した。簡易リスクスコアは、未

受診のリスクのある人々を特定するのに有

用である。 
 
その他、DeSC ヘルスケアデータベースを用

いた抗ヒスタミン薬と転倒関連外傷の関連

の検討（筆頭著者、井口竜太 客員研究

員）、および、２市区町村の医療・介護連

結レセプトデータを用いた要介護開始患者

のクラスタリングに関する研究（筆頭著

者、伊藤裕司、研究生）を行い、現在論文

投稿中である。 
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以上のように、医療・介護ビッグデータ

を有効に活用し新たな医学的知見を得るこ

とができた。また、研究計画立案から、デ

ータクリーニング、統計解析、論文執筆、

論文投稿、レビューワーとのやり取り、ま

での一連の流れについて、次世代を担う若

手に経験してもらうと共に、明確な成果物

として世に発信することができた。今回の

論文執筆をきっかけに、今後の活躍が期待

できる。 
 
II 医療・介護データ活用による研究・人材

育成（２）日本臨床疫学会および日本薬剤

疫学会の年次学術総会での教育的講演 
2023 年 11 月 11 日~12 日に開催された日本

臨床疫学会第 6 回年次学術大会にて、本研

究分担者である田宮菜奈子がシンポジウム

（リアルワールドデータ研究の人材育成）

で講演を行い、また本研究協力者である岩

上将夫がワーキングシアター（自己対照研

究デザインをマスターしよう）およびシン

ポジウム（臨床疫学における教師無し機械

学習（クラスタリング）の使い方を徹底的

に考える）で臨床疫学の初中級者を対象に

講演を行った。 
 また、2023 年 11 月 16 日~18 日に開催さ

れた日本薬剤疫学会第 28 回年次学術大会に

て、岩上将夫がチュートリアル（薬剤疫学

の基礎）にて薬剤疫学の初中級者を対象に

講義を行った。 
このように、本研究班の重要な目的の 1

つである「後進の育成」に関する活動の一

環として、筑波大学の若手に限らず、日本

全国を対象にした啓蒙教育活動に関わるこ

とができた。 
 
以上のように、本研究分担を通じて、医

療・介護ビッグデータ研究の後進の育成実

績およびそのノウハウが順調に蓄積されて

いる。これは、今後の医療人材のあるべき

方向にも沿ったものであり、かつ学生や若

手自身が自ら意欲的に取り組める内容でも

あり、適切な指導により高い成果につなげ

られることが示唆された。 
今後、以上の経験を生かし、それぞれの

分野やレベルの違いに応じた医療・介護ビ

ッグデータ人材教育の最適な方法論につい

てまとめていくことが必要であると考え

る。 
 
Ｆ．研究発表 
１．論文発表 ２本 
(1) Toshiki Suzuki, Yuta Taniguchi, Jun 
Komiyama, Toshiki Kuno, Motohiko 
Adomi, Toshikazu Abe, Ryota Inokuchi, 
Atsushi Miyawaki, Shinobu Imai, Makoto 
Saito, Hiroyuki Ohbe, Shotaro Aso, 
Tadashi Kamio, Nanako Tamiya, Masao 
Iwagami. Characteristics and in-hospital 
mortality of patients with COVID-19 from 
the first to fifth waves of the pandemic in 
2020 and 2021 in the Japanese Medical 
Data Vision database. Heliyon. 2023 Aug 
25;9(9):e19490. 
(2) Chitose Kawamura, Masao Iwagami, 
Yu Sun, Jun Komiyama, Tomoko Ito, 
Takehiro Sugiyama, Hiroko Bando, 
Nanako Tamiya. Factors associated with 
non-participation in breast cancer 
screening: analysis of the 2016 and 2019 
comprehensive survey of living conditions 
in Japan. Breast Cancer. 2023 
Nov;30(6):952-964. 
 
２．学会発表 ４回 
(1) 田宮菜奈子、シンポジウム：リアルワー

ルドデータ研究の人材育成、日本臨床

疫学会第 6 回年次学術大会、2023 年 
(2) 岩上将夫、シンポジウム：臨床疫学にお

ける教師無し機械学習（クラスタリン

グ）の使い方を徹底的に考える、日本

臨床疫学会第５回年次学術大会、2023
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年 
(3) 岩上将夫、ワーキングシアター：自己対

照研究デザインをマスターしよう、日

本臨床疫学会第５回年次学術大会、

2023 年 
(4) 岩上将夫、チュートリアル：薬剤疫学の

基礎、日本薬剤疫学会第 28 回年次学術

大会、2023 年 
 

 
Ｇ．知的財産権の出願・登録状況（予定を

含む） 
１．特許取得 
なし 
２．実用新案登録 
なし 
３．その他 
なし
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研究報告書 

 

厚生労働行政推進調査事業補助金 

政策科学総合研究事業（政策科学推進研究事業） 

（分担）研究報告書 

NDB をはじめとする医療ビッグデータを利活用できる人材の裾野を広げるための研究 

研究分担者 山名隼人 自治医科大学データサイエンスセンター  

研究要旨：令和 4年度までに当センターで開発した医療ビッグデータハンドリング教育プ

ログラムは、臨床疫学研究を実施できる人材を育成することを目的とし主に臨床医を対象

としていた。一方、今後は様々な利活用者が医療ビッグデータを分析し、地域医療分析や

医療政策などにも活用することが求められている。そこで、既存の教育プログラムの継続

によりエビデンス創出を続けることに加え、自治体職員など様々な利活用者と目的に合わ

せたプログラムの改良点を検討し、今後求められる新規データの検討と更なる利活用のた

めの基盤強化を実施した。このことにより、医療ビッグデータを利活用できる人材の裾野

を広げることに貢献した。 

 

Ａ．研究目的 

近年では医療ビッグデータを利用した研究

が増加しており、臨床判断や医療政策策定

に必要なエビデンスの創出に大きな役割を

占めている。医療ビッグデータを利用した

研究を行うためには通常の臨床データを用

いた臨床研究に必要な臨床の知識・臨床研

究の知識に加えて、データベースハンドリ

ング・統計学等の知識や技術を要する。我々

は平成 29-30 年度、平成 31-令和２年度お

よび令和 3-4 年度厚生労働科学研究におい

て、医療ビッグデータを利用した研究を行

う際に必要なデータハンドリング技術およ

び統計解析の習得を目指す教育プログラム

を開発し、臨床医を中心に多くの対象者に

提供してきた。また、自治体から協力を得

て平成 31 年までのレセプトデータを収集

し活用してきた。県レベルの医療・介護ビ

ッグデータに教育プログラムを適用するこ

とにより、主に臨床疫学研究の発表を通し

てエビデンスを創出してきた。 

一方、医療ビッグデータを利活用する目的

は臨床疫学研究に限定されず、今後は地域

医療分析や政策への活用も期待されている。

このため、既存の教育プログラムを様々な

利用者と目的に合わせ更に改良することが

求められている。また、新型コロナウイル

ス感染症の影響を含め最新のエビデンスを

創出するためには、入手可能な直近のデー

タについて検討することが必要である。 
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そこで本研究では、これまでに開発した医

療ビッグデータ活用のための教育プログラ

ムを継続して実施することで更なるエビデ

ンス創出を図ることに加え、様々な利活用

者と目的に合わせて教育プログラムの改良

点を探るとともに、今後の利活用を見据え

て新規データの検討と更なる利活用のため

の基盤構築を行った。 

 

Ｂ．研究方法 

①自治医科大学データサイエンスセンター

において既存のデータと教育プログラムを

若手臨床医を中心とした研究者に引き続き

提供することで、医療ビッグデータを用い

た臨床疫学研究を更に発展させる。 

②医療ビッグデータを利用した研究を行っ

ている研究者や大学院生に加えて、他大学

の研究者や自治体職員等と意見交換を行い、

医療・介護データで実施可能な分析につい

て整理する。 

③既存のビッグデータハンドリング教育プ

ログラムのうち、改良が期待される内容に

ついてヒアリングを行い、継続して重視す

べき項目や、追加・修正が必要な事項につ

いて検討する。 

④利活用者のニーズを踏まえ、今後取得を

目指すデータについて検討し、利活用を更

に進めるために必要なインフラ面の強化を

検討した。 

 

Ｃ．研究結果 

①臨床疫学研究 

教育プログラムを自治医科大学データサイ

エンスセンターにおいて大学院生、客員研

究員および共同研究者に提供した。複数の

研究者により研究計画の立案から論文発表

までが行われた。各研究の報告状況は「G. 
研究発表」に示すとおりである。 

 

②実施可能な分析 

自治医科大学データサイエンスセンターの

特色である、県単位の医療レセプトデータ

（国民健康保険・後期高齢者医療制度）、介

護レセプトデータおよび特定健診のデータ

が個人単位で連結されている点を踏まえて

幅広い利活用者の希望を募ったところ、実

現可能な分析は下記のパターンに整理され

た。 

(1) 医療レセプトデータを中心として介護

データを追加する分析 

・高齢者を対象とした縦断研究 

・要介護度をアウトカムや調整変数に加え

る研究 

・急性期から回復期にかけての時系列に沿

った研究 

(2) 介護サービスの分析 

・サービスの効果を分析する研究 

・特定の疾患を持つ患者が受けているサー

ビスの記述研究 

(3) 国民健康保険の集団を対象とした分析 

・特定健診を契機とした縦断研究 

・小児を対象とした研究 

(4) 地域医療分析 

・居住地による医療提供体制の差 
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・医療圏をまたぐ入院や救急搬送の実態 

・病床数や医療計画の検討 

 

③教育プログラムの追加・修正 

既存の教育プログラムのうち、幅広く利活

用可能であり、引き続き重視すべきコンテ

ンツは下記(1)-(5)のとおり整理された。 

(1) データ構造の理解 

・レセプトデータ等の種類と仕様 

・データ抽出のためのコード等 

(2) 研究デザインの検討 

・クリニカルクエスチョン（CQ）からリサ

ーチクエスチョン（RQ）への作り変え 

・FINERによる RQ の評価 

・文献検索 

・抽出変数の定義と抽出計画の策定 

(3) SQL によるデータの切り出し 

・複数のテーブルから情報を抽出する 

・解析用テーブルに加工する 

(4) Rによる統計解析 

・データの成型 

・各変数の集計及び可視化 

・検定、回帰分析 

(5) 論文執筆 

・論文の構造の理解 

・データの適切な解釈 

また利用者へのヒアリングからは、系統的

学習（データに関する説明資料、講義動画、

ダミーデータ等）に加えて、解析に慣れて

いない初学者を中心に、個別指導をより重

視するニーズが明らかになった。更に下記

(6)(7)が要望として挙げられた。 

(6) 様々な解析ソフトウェアの活用 

Stata, SPSS, TreeAge, ArcGIS等、利用者に

応じて様々なソフトウェアを使用するニー

ズがあることが明らかになった。特に統計

解析ソフトウェアについてはグラフィカル

ユーザインターフェースを希望する利活用

者が多かったことから、Rに加えて Stata を

用いた統計解析の支援を導入した。 

(7) データ可視化のためのビジネスインテ

リジェンス(BI)ツールの活用 

自治体職員を中心として、BI ツールを用い

た可視化の希望が挙げられた。Tableau を

導入し分析を行うとともに、BI ツールに利

用できる汎用的な中間テーブルを作成する

こととした。 

 

④今後利活用を進めるデータ 

既存の医療・介護レセプトデータは利点も

多いが、以下の点が限界として挙げられた。 

・利用可能なデータが平成 31年までと限定

される 

・患者の臨床的な情報が不足している 

・病床数など、施設の情報が不足している 

そこで、今後利活用を進めるデータとして

下記を設定し、自治体の協力を得て研究を

進めていく方針とした。 

・新型コロナウイルス感染症の情報を含む

最新年度のレセプトデータ 

・KDBシステムから抽出した要介護認定情

報などのデータ 

・DPC データ 

・病床機能報告制度 
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加えて、自治医科大学と東京大学を中心と

して多施設で相互に利活用者が増加してい

ることを踏まえ、セキュアな環境を確保し

た上で相互にデータにアクセスするための

VPN アクセスを導入した。 

 

（倫理面への配慮） 

倫理的な問題はない。 

 

Ｄ．考察 

本研究では、医療ビッグデータを利活用で

きる人材の裾野を広げるにあたり、研究者

や大学院生に加えて自治体職員等とも意見

交換を行い、既存の教育プログラムの改良

を図るとともに、更なる利活用のための検

討を行った。 

当センターで行う研究の研究計画の立案に

際しては、分担者が個別に各研究者や大学

院生に対して直接指導を行っている。加え

て、令和 4 年度までにこれらの指導内容を

体系化した教育プログラムを開発し、研究

者や大学院生に提供してきた。これらの教

育プログラムとレセプトデータを用いた研

究の実践を通して、臨床領域では多数の学

会発表や論文執筆につながった。しかし、

今後は地域医療分析や医療政策の立案など、

様々な目的でビッグデータを利活用するこ

とが求められている。 

本研究では、増加する新たなニーズに合わ

せて利活用者から意見を集めることで、ビ

ッグデータを用いて実現可能な分析につい

て整理するとともに、既存の教育プログラ

ムのうち継続して重視すべき内容や、改良

が必要な点について明らかにした。研究デ

ザインの検討や統計解析など、系統的な教

育プログラムの有効性が評価された一方、

個別指導をより重視する声も聞かれた。ま

た、様々なソフトウェアや BI ツールの利活

用も、利活用者の裾野を広げる上で重要で

あることが明らかになった。 

本研究では、当センターにおいてデータと

研究の機会を臨床医を中心とした若手研究

者に引き続き提供することで、多数のエビ

デンスを持続的に創出した。このことは一

連の教育プログラムの有効性を示している

と考えられる。一方で、新たに様々なバッ

クグランドを持つ利活用者を迎え入れ、デ

ータの種類を増やし、求める分析内容に対

応した教育プログラムを作成することが必

要であり、この点は今後の課題としたい。

引き続き教育プログラムに更なる改良を加

え、より多くの利活用者へ提供していく予

定である。 

 

Ｅ．結論 

本研究では、医療ビッグデータ活用のため

の教育プログラムを継続して実施すること

で、多数のエビデンス創出に貢献した。ま

た、様々な利活用者と目的に合わせて教育

プログラムの改良を検討し、今後求められ

る新規データの検討と更なる利活用のため

の基盤強化を実施した。本研究により、医

療ビッグデータを利活用できる人材の裾野

を広げることに貢献したと考えられる。 
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